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12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
12
日
に
召
集
さ

れ
、
15
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
29
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
承
認
１
件
、
議
案
１
件
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
３
件
、
人
権
擁

護
委
員
の
同
意
２
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
平
成

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
、
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
議
案
４
件
、
条
例
の
一
部

改
正
４
件
が
、
同
日
追
加
日
程
と
し
て
上
程

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
家
庭
教
育
支
援
法
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
及
び
、
道

路
事
業
予
算
の
総
額
確
保
並
び
に
道
路
財
特

法
に
お
け
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継

続
に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
要
望
が

上
程
さ
れ
、
請
願
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
、

要
望
に
つ
い
て
は
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、

意
見
書
の
提
出
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
４
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

(

議
案
の
内
容
と
結
果
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
記

載)

12月定例議会

湯
ゆ の

野　一
かず ゆ き

之氏
(立　川)

平成27年４月～2期目

溝
みぞ し た

下　博
ひろ ゆ き

行氏
(田浦４)
新　任

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　
そ
の
活
動
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済

し
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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補正予算を可決
一般会計、特別会計等を併せて

7,885万円を追加
(金額は１万円未満を四捨五入)

会　　計　　名 補正額(増額) 補正後の総額

一 般 会 計 ７,８１８万円 １０１億２,１４２万円

国民健康保険事業特別会計 ２４万円 ３６億９,１２９万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ２８万円 ２２億９,４５３万円

町 有 温 泉 事 業 特 別 会 計 １５万円 １億 ２１５万円

今回補正が行われなかった会計
( 公 営 企 業 会 計 を 除 く )

−　　　　 ８億８,７９１万円

合　　　　　　　計 ７,８８５万円 １７０億９,７３０万円

補正予算の主な事業

一般会計
　衆議院議員選挙費･･･････････････････････････････････････ １,４９５万円
　攻めの園芸生産対策事業補助金･･･････････････････････････････３９２万円
　中山間地域総合整備事業負担金･･･････････････････････････････３３２万円
　芦北町商工会館改築事業費補助金･･････････････････････････ ３,５３５万円
　物産館調理場、別館エアコン修繕工事費････････････････････････３３２万円
　人事院勧告に伴う人件費･････････････････････････････････････４９２万円
国民健康保険事業特別会計　人事院勧告に伴う人件費
介護保険事業特別会計　　　人事院勧告に伴う人件費
町有温泉事業特別会計　　　人事院勧告に伴う人件費

　３月２５日(日)は、芦北町議会議員一般選挙の投票日です。選挙当日
に投票に行けない方は、期日前投票ができます。
◆期日前投票所／芦北町役場本庁２階、田浦基幹支所１階
◆日　　　　時／３月２１日(水)から３月２４日(土)
　　　　　　　　８：３０～２０：００

芦北町議会議員一般選挙
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平成29年度　第５回芦北町議会定例会議案等の審議結果
区　　分 議　　　　　　案 内　　　　　　容 審議結果

請願第１号 家庭教育支援法の制定を求める意見書提出に関する請願について
文教厚生
常任委員
会付託

要望第１号 道路事業予算の総額確保並びに道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続
に係る意見書の提出に関する要望について 採　択

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
平成29年度芦北町一般会計補正予算(第４号) 概要等は、Ｐ３掲載 承　認

議案第39号 平成29年度芦北町一般会計補正予算(第５号) 〃 可　決

議案第40号 芦北町組織再編に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について

芦北町の組織再編に伴い、関
係条例の整備を行う必要があ
るため

可　決

議案第41号 芦北町吉尾出張所管理条例の制定について
芦北町の組織再編による事務分掌の
変更に伴い、東部保健福祉センター
の管理を変更する必要があるため

可　決

議案第42号 芦北町水道事業給水条例の一部を改正する条例
の制定について

水道事業の健全な経営基盤を
構築するため

可　決

諮問第１号 芦北町人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて 概要等は、Ｐ２掲載 同　意

諮問第２号 芦北町人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて 〃 同　意

議案第43号 平成29年度芦北町一般会計補正予算(第６号) 概要等は、Ｐ３掲載 可　決

議案第44号 平成29年度芦北町国民健康保険事業特別会計
補正予算(第３号) 〃 可　決

議案第45号 平成29年度芦北町介護保険事業特別会計補正
予算(第２号) 〃 可　決

議案第46号 平成29年度芦北町有温泉事業特別会計補正予
算(第１号) 〃 可　決

議案第47号 芦北町一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 人事院勧告に基づく給与改定 可　決

議案第48号 芦北町長等の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

人事院勧告に基づく職員の給与
改定に伴う期末手当改定 可　決

議案第49号 旧芦北町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃 可　決

議案第50号 芦北町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 〃 可　決

発議第２号 道路事業予算の総額確保並びに道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続に係
る意見書案について 可　決

請願第１号 家庭教育支援法の制定を求める意見書提出に関する請願について 継続審査
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　各常任委員会及び議会運営委員会では、下記のとおり議会の閉会中の調査を予定しております。

総務常任委員会

建設経済常任委員会

文教厚生常任委員会

文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査

議会運営委員会

各委員会の閉会中の継続調査

事　　項 理　　由

⑴防災に対する危機管理体制の調査について ⑴災害に対する危機管理体制の調査を行い安全・

安心に対応するため。

事　　項 理　　由

⑴災害危険個所の調査及びその対策について

⑵漁業振興対策に関する調査について

⑶農地利用の最適化の推進について

⑴住民の安全安心のため。

⑵漁業協同組合合併後の漁業振興対策について

調査活動を行うため。

⑶農地の保全と活用の推進を図るため。

事　　項 理　　由

⑴町内小中学校の安全安心に関する調査につい

て

⑵地域福祉の推進に関する調査について

⑶児童館・図書館等整備に関する調査について

⑴児童生徒が安心して学校生活を営むための現

在の状況を調査する必要があるため。

⑵地域福祉の推進について、民生児童委員との意

見交換を行うため。

⑶生涯学習・文化振興と福祉事業の推進のため。

事　　項 理　　由

　家庭教育支援法の制定を求める意見書提出に

関する請願について

　付託された請願について慎重に審査する必要

があるため。

事　　項 理　　由

　議長の諮問にかかる次の議会（臨時会を含

む）の会期日程等議会運営に関する事項につい

て

　次の議会（臨時会を含む）の運営を円滑かつ効

率的に行うとともに、議長からの諮問に応じて調

査を行う必要があるため。
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宮内議員

計石地区の耕作放棄地の
再生は！

一般質問（抜粋）

計
石
地
区
の
農
地
に
つ
い

て
、
優
良
農
地
だ
っ
た
こ
ろ
と
比

較
す
る
と
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

葦
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
等

の
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　

同
地
区
の
農
地
は
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
と
共
に
有
効
活
用
及
び

有
害
獣
対
策
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
そ
の
全
般
的
な
対
策
と

し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
県
営
事

業
に
よ
り
、
圃
場
整
備
を
で
き
る

限
り
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
、
県

当
局
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

当
地
区
の
農
地
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
行
政
・
農
業
団
体
・
土

地
所
有
者
間
で
の
協
議
等
は
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
を
計
画
し
て
い
る
か
。

町
　
長

　

こ
れ
ま
で
、
圃
場
整
備
の
実
施

に
向
け
、
地
元
の
農
業
者
及
び
県

芦
北
地
域
振
興
局
な
ど
と
協
議
を

重
ね
、
説
明
会
も
開
催
し
て
い
た

が
、
受
益
者
負
担
金
や
地
域
農
業

の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
等
に
つ

い
て
課
題
が
あ
り
、
苦
慮
し
て
い

た
。

　

本
年
度
に
入
り
、
受
益
者
負
担

金
の
軽
減
措
置
や
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き

た
が
、
当
地
区
の
圃
場
整
備
と
農

業
振
興
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
関

与
し
た
い
意
向
が
確
認
で
き
た
の

で
、
町
と
し
て
今
後
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
中
、
高
齢
者
の
通
院
や
買
い

物
の
交
通
手
段
の
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
町
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証

実
験
は
、
山
間
部
の
交
通
空
白
地

帯
を
中
心
に
、
区
長
よ
り
聞
き
取

り
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
今
年
10
月
２
日
か
ら
７
路

線
10
系
統
で
週
２
回
の
運
行
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
２
か
月
間
の
運
行

状
況
は
、
10
月
が
延
べ
92
人
、
11

月
が
61
人
と
な
っ
て
い
る
。
運
行

開
始
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

の
運
行
状
況
を
見
な
が
ら
、
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ツ
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
が
、
運
行
エ
リ
ア
を
増
や
せ

な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

ツ
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
産
交
バ
ス

撤
退
後
の
路
線
確
保
の
た
め
の
措

置
と
し
て
、
平
成
22
年
６
月
に
大

岩
、
白
石
線
の
運
行
開
始
か
ら
、

平
成
27
年
10
月
の
鶴
木
山
線
、
女

高
齢
者
の
交
通
手
段
の

確
保
と
運
転
免
許
自
主

返
納
の
推
進
は
！

質質

質

質

質

答

答答

答

答

島
線
、
田
川
線
の
運
行
ま
で
、
７

路
線
で
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
や
利
便
性
を
考
慮
し
、
路

線
の
延
伸
等
の
軽
微
な
見
直
し
は

柔
軟
に
対
応
し
て
お
り
、
平
成
31

年
度
を
目
途
に
町
全
体
の
交
通
体

系
を
見
直
す
事
務
を
進
め
て
い

る
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
占
め

る
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
運

転
免
許
証
自
主
返
納
推
進
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
券
等
を
交
付
し
、
免
許
証
返

納
を
奨
励
す
る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

民
間
事
業
者
に
お
い
て
、
免
許

証
返
納
者
に
対
し
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
運
賃
軽
減
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ツ
ク
ー

ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
現
在
無
料
で

運
行
し
て
お
り
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
は
１
５
０
円
か
ら
３
０
０
円

で
利
用
で
き
る
状
況
で
あ
る
。
タ

ク
シ
ー
券
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

計石地区農地の様子
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芦
北
町
総
合
計
画
の
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
の
認
識

は
ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
者
・
障

害
者
福
祉
の
充
実
に
向
け
、
現
状

と
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
が
進
捗

状
況
と
今
後
の
課
題
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

町
　
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
多
種
多

様
に
渡
っ
て
い
る
が
、
全
て
に
目

を
通
し
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
の

思
い
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

住
民
生
活
課
長

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
医
療
、
介
護
予
防
、

生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
す
る
た
め
、
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
事
業
も

行
っ
て
い
く
。

福
祉
課
長

　

高
齢
者
福
祉
や
障
害
者
福
祉
事

業
の
充
実
に
向
け
た
各
種
補
助

や
、
全
て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
差
別
解
消
推
進
の

事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

住
民
は
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
の
充
実
を
望
ん
で
い
る
。
福
祉

の
充
実
を
基
本
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
　
長

　

国
・
県
の
施
策
に
加
え
、
町
独

自
の
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
、
国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
の
負
担
軽
減
や
、
各
種
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
10
年
間
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
被
害
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
捕
獲
に
対
す
る
助
成

金
は
い
く
ら
か
。

農
林
水
産
課
長

　

イ
ノ
シ
シ
被
害
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
シ
カ
に
よ
る
植
林
へ
の

食
害
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
。

　

助
成
額
は
、
国
及
び
県
か
ら
の

補
助
に
加
え
、
町
よ
り
追
加
助
成

を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と
も

に
一
頭
当
た
り
１
３
，０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
解
体

及
び
食
肉
加
工
施
設
の
整
備
や
販

売
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

農
林
水
産
課
長

　

本
町
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
施

設
整
備
や
販
売
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
。

若
い
世
代
の
狩
猟
者
育
成
に

向
け
助
成
額
の
増
額
は
考
え
て
い

な
い
か
。
ま
た
、
シ
カ
の
食
害
被

害
拡
大
に
対
す
る
新
た
な
対
策
は

な
い
か
。

農
林
水
産
課
長

　

近
隣
の
市
町
よ
り
助
成
金
を
高

く
交
付
し
て
い
る
の
で
、
現
時
点

で
は
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
シ
カ
被
害
対
策
と
し
て

シ
カ
ネ
ッ
ト
設
置
の
助
成
、
く

く
り
罠
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

る
。

瀬
戸
石
ダ
ム
は
、
貯
水
池
の

堆
砂
に
よ
り
洪
水
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
と
、
電
源
開
発
に
対
し
国
交

省
よ
り
８
回
続
け
て
通
知
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
抜
本
的
な
対
策
を

要
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　

町
と
し
て
は
、
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
、
町
民
生
活
の
安
全
確
保

に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
欲
し
い

と
、
国
や
県
、
電
源
開
発
に
対
し

て
申
し
入
れ
て
い
る
。

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
対
策
は
！

ダ
ム
の
管
理
は
適
切
か
！

町
道
の
安
全
対
策
は
！

質質

質

質

質質

質

質

質

答答答

答答

答答

答

坂本議員

一般質問（抜粋）

医療福祉の充実に
どう取り組むのか！

佐
敷
駅
前
通
り
の
大
型
車
進

入
禁
止
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。建

設
課
長

　

大
型
車
の
規
制
は
、
芦
北
球
磨

線
の
渋
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
道

射
場
芦
北
線
改
良
工
事
の
早
期
完

了
に
よ
り
、
駅
通
り
の
安
全
対
策

を
図
っ
て
い
く
。

町
道
黒
岩
上
原
線
や
、
海
路

上
原
線
の
安
全
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長

　

町
道
は
、
危
険
度
の
優
先
順
位

を
定
め
た
上
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
路

上
原
線
は
、
昨
年
災
害
防
除
転
石

調
査
を
17
ヶ
所
行
い
、
結
果
に
基

づ
き
本
年
度
３
カ
所
の
落
石
防
護

柵
を
設
置
し
て
い
る
。

町
道
川
嶽
線
の
海
路
高
田
辺

間
に
、
離
合
個
所
が
不
足
し
て
い

る
と
思
う
が
、
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。建

設
課
長

　

離
合
個
所
の
案
内
標
識
を
追
加

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
離
合
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

答答答
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荒川議員

光ブロードバンドの
整備に伴う利活用推進は！

一般質問（抜粋）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

テ
レ
ビ
な
ど
で
町
の
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
を
映
像
を
通
し
て
発
信
す
る

考
え
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
成
人

式
な
ど
の
映
像
を
家
の
テ
レ
ビ
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
芦
北
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
開
設
し
、
い
つ
で
も
お
悔

や
み
情
報
等
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、
町
民
か

ら
も
意
見
の
発
信
が
で
き
る
ア
プ

リ
の
開
発
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

町
の
行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
、
文
字
情
報
や
映
像
に
よ
る
提

供
も
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
提
供
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整

備
が
さ
れ
て
も
、
加
入
者
が
少
な

か
っ
た
ら
本
来
の
目
的
が
果
た
せ

な
い
。
町
と
し
て
加
入
促
進
の
た

め
の
具
体
的
な
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。企

画
財
政
課
長

　

他
団
体
の
活
用
事
例
等
も
含
め

て
検
討
し
進
め
た
い
。

住
民
が
利
用
す
る
機
会
の
多

い
、
町
有
の
公
共
施
設
等
で
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
を
無
料
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

住
民
生
活
や
教
育
、
観
光
等
に

対
し
て
も
多
様
性
の
あ
る
通
信
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

図
書
館
と
児
童
館
、
そ
し
て

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
中
央
公
民

館
を
複
合
施
設
と
し
て
新
設
し
、

整
備
す
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

共
用
部
分
に
は
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
店
舗
や
自
販
機
な
ど
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
カ
フ
ェ
や
書
店
な
ど

の
機
能
を
付
加
し
、
よ
り
多
く
の

人
が
集
ま
る
よ
う
な
施
設
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　

飲
食
や
休
憩
の
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
で
、
１
日
中
楽

し
め
る
施
設
を
目
指
す
こ
と
も
挙

が
っ
て
い
る
。
書
店
に
つ
い
て
は
、

管
理
運
営
計
画
と
の
関
係
も
含
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
今
後
、
基
本
設
計
に
お
い

て
検
討
を
重
ね
、
詳
細
を
決
定
す

る
。

近
隣
の
住
民
生
活
の
安
全
を

脅
か
す
恐
れ
の
あ
る
長
期
間
放
置

さ
れ
た
空
き
家
が
最
近
増
加
し
て

い
る
。
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い
、

ま
た
は
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い

な
い
空
き
家
に
関
し
て
、
町
が
解

体
を
行
う
な
ど
、
住
民
生
活
の
安

全
確
保
に
向
け
た
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　

空
き
家
対
策
に
関
す
る
制
度
と

し
て
は
、
平
成
26
年
制
定
の
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
等
に
よ
り
対
応
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。

空
き
家
を
解
体
し
た
跡
地
に

つ
い
て
、
町
が
移
住
希
望
者
に
斡

旋
す
る
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。企

画
財
政
課
長

　

情
報
提
供
は
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
が
、
交
渉
等
の
斡
旋
に
関
す

る
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

両
公
園
で
無
料
で
遊
べ
る
遊

具
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
計
画
は

な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

国
の
事
業
を
活
用
し
、
次
年
度

以
降
に
新
た
な
無
料
遊
具
を
導
入

す
る
計
画
で
あ
る
。

両
公
園
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
適
し
た
歩
道
が
あ
る
が
、
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
位
置
づ
け
、
看

板
等
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
集
客

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

コ
ー
ス
の
整
備
や
案
内
看
板
な

ど
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
集
客
に

つ
な
が
る
よ
う
関
係
団
体
と
も
協

議
を
行
い
た
い
。

秋
か
ら
春
に
か
け
て
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
で
な
い
時
期
は
、
芦
北

海
浜
総
合
公
園
を
利
用
す
る
人
に

対
し
て
、
無
料
で
駐
車
場
が
使
え

る
よ
う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

現
時
点
で
は
駐
車
料
金
無
料
化

は
考
え
て
い
な
い
。

芦
北
海
浜
総
合
公
園
及
び
御
立
岬

公
園
の
利
用
促
進
と
整
備
は
！

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
空

き
家
対
策
と
跡
地
の
利
用
は
！

図
書
館
と
児
童
館
の
整
備
は
！

質質

質

質 質

質質質

質

答

答答

答

答

答答答

答
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本
年
度
よ
り
集
落
活
動
や
産

業
活
動
の
支
援
、
移
住
等
の
促
進

を
図
る
た
め
、
新
た
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
導
入
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
と
３
月
議
会
の
施
政
方

針
で
示
さ
れ
た
が
、
７
月
か
ら
採

用
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

町
　
長

　

本
年
度
３
名
を
採
用
し
様
々
な

場
面
で
地
域
を
元
気
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
将
来
的

に
は
定
住
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長

　

８
月
に
１
名
、
10
月
に
２
名
、

現
在
３
名
で
あ
る
。
活
動
に
つ
い

て
は
流
通
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
特
産

品
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
流
通
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
役
場
を
拠

点
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

仕
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
大
野
地
区

を
拠
点
に
農
業
関
係
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る

活
動
、
特
産
品
開
発
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
女
島
の
加
工
施
設
を

拠
点
に
し
た
い
ろ
い
ろ
な
開
発
が

で
き
な
い
か
と
取
り
組
ん
で
い

る
。

本
事
業
の
内
容
及
び
任
命
し

た
隊
員
の
住
民
へ
の
周
知
は
、
ど

う
行
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

広
報
紙
で
周
知
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
範
囲
、
区
域
の
関
係
者
に

は
事
前
に
説
明
し
顔
合
わ
せ
も
し

て
い
る
。

隊
員
の
活
動
に
対
し
、
必

要
な
経
費
な
ど
予
算
措
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

活
動
予
算
は
活
動
補
助
金
と
し

て
措
置
し
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
環
境
を
と
っ
て
い
る
。

　

隊
員
の
活
動
や
生
活
に
つ
い
て

も
資
金
的
な
手
当
て
に
加
え
て
支

援
体
制
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

町
内
へ
の
移
住
定
住
促
進
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
計
画
し
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

移
住
定
住
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
隊
員
の
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
、
定
住
が
で
き
る
環
境
整
備
な

ど
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
た

起
業
や
就
職
が
で
き
る
か
な
ど
の

視
点
で
活
動
計
画
を
立
て
て
い

る
。

隊
員
の
定
住
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

隊
員
も
町
も
望
ん
で
い
る
が
３

年
間
の
隊
員
活
動
の
後
、
定
住
に

は
自
分
の
力
で
生
活
す
る
覚
悟
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

隊
員
の
生
活
や
活
動
に
対
す
る

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
定
期
的

に
会
議
や
面
談
を
し
な
が
ら
、
活

動
し
や
す
い
環
境
に
し
て
い
く
こ

と
を
心
掛
け
て
い
る
。

平
成
30
年
３
月
末
に
は
旧
湯

浦
町
地
区
、
旧
田
浦
町
地
区
で
も

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
が
完
了
す

る
予
定
だ
が
、
新
た
な
施
策
と
し

て
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
誘

質

質 質

質質

質

答答

答

答答

答

致
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
誘
致
に
際
し
、
休
止
し

て
い
る
公
共
施
設
や
空
き
家
等
の

利
活
用
も
併
せ
て
考
え
て
み
て
は

ど
う
か
。

町
　
長

　

昨
年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
の
誘
致
も
含
め
、
熊

本
県
の
企
業
立
地
課
に
連
携
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

商
工
観
光
課
長

　

昨
年
度
よ
り
熊
本
県
企
業
立
地

課
と
も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
学

校
跡
地
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
の
オ

フ
ィ
ス
に
も
向
い
て
い
る
と
の
意

見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備

の
周
知
Ｐ
Ｒ
や
受
入
体
制
へ
の

整
備
の
検
討
を
始
め
、
熊
本
県
か

ら
紹
介
い
た
だ
い
た
熊
本
県
情
報

サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
へ
の

誘
致
活
動
や
熊
本
県
の
、
東
京
・

大
阪
・
福
岡
事
務
所
を
通
じ
て
Ｉ

Ｔ
系
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
を
含
め
た
誘
致
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

新
た
な
企
業
誘
致
の

取
組
は
！

答答

川尻議員

一般質問（抜粋）

地域おこし協力隊の現状と
今後の活動は！




